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ロディが 1920 年６月 24 日の同紙紙上にヘッセであることを論証，７月４日
付けに公開書簡の形でヘッセにそれを認めることを迫ったので，ヘッセも自
分が編集する月刊誌「ヴィーヴォス・ヴォコー Vivos Voco（1919 年 10 月
Richard Wolterckと創刊）」でやむなくそれを認め，，フォンターネ賞を返還し，
1920 年 11 月の第４版（17,000 部）から，『デーミアン―エーミール・シンク
レアの青春の物語』ヘルマン・ヘッセ著と改めたのでした。
C.G. ユングとの親近性












































ヘルマン・ヘッセと魔術 （ 39 ）
からの返事と思われる紙切れが見つかり，そこに「鳥は卵から抜け出そうと
戦う。卵は世界だ。生まれようとするものは一つの世界を破壊しなければな
らない。鳥は神に向かって飛んで行く。神の名はアブラクサスという」と書
かれてあった，というのも，エーミールが一人でやったことであり，この前
の章にある「私はその頃すべてのことを夢幻的な予感に促されてやっていた
ので」という言葉だとか，授業中の先生の口から聞いた「アブラクサス」の
名前やそれについての説明などからエーミールによって紡ぎ出された言葉だ
と考えることができるでしょう。
　このようにしてエーミールが古い価値観の殻を自ら脱皮して，新しい世界
観を構築しつつ自己形成していく経過が，あたかもデーミアンという導き手
の助けを借りて行われたかのように紡がれた夢幻的な物語として成立してい
くのがこの小説の秘密なのです。この小説の冒頭に掲げられている「私は ,
自分の中からひとりでに出てこようとしたものを生きてみようと望んだだけ
だった。なぜそれがこんなにも困難だったのだろうか」という言葉の沈痛な
響きの秘密もここにあるのだ，ということができるでしょう。デーミアンこ
そエーミール・シンクレアの Eigensinn「愛我心」だったのです。これが詩
人としてのヘッセの魔術です。
「終わりの始まり」
　人間の心の中で演じられる内面的なドラマを小説のストーリーとして構築
していくヘッセの魔術的な手法は『デーミアン』以降のいわゆる中期の作品
でも駆使され，『デーミアン』と相前後して書かれた『子どもの心』（1918）や，
第一次大戦の終結後にベルンの家を引き払い，妻子を捨てるようにしてスイ
ス南部のモンタニョーラに移り住み，隠者のような生活をしながら，これま
で戦争捕虜救援活動でせき止められていた創作意欲が一気に噴き出すように
して次々に書かれた『クラインとワーグナー』（1919），『クリングゾルの最
（ 40 ）
後の夏』（1919），『シッダールタ』（1922）といった，後に「内面への道」と
括られる作品群にもそれを認めることができます。また，五十歳を迎えた
1927 年に出された『荒野の狼』にいたっては，作品の後半で「魔術劇場」な
る世界が描かれて，主人公の魂の奥底に秘められた願望が明るみに出される
仕掛けになっており，ヘッセの魔術的手法を味わえるのですが，今日は残念
ながらここまででお話を切り上げねばなりません。皆さんが興味を持って下
さるならば，そのお話はまた次の機会に，ということにしましょう。
（やまおか・まさき，本学教授）
